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専門分野・部会

入会のご案内 会　員　数

生活の
質の向上

福祉

健康 環境

防災

国際 ●家政学原論
●生活経営　●経　済
●家政教育　●心　理
●意　匠　　●服　飾

●福　祉　●家　族
●児　童　●食　育

●栄　養　●食　品
●調　理　●加　工
●食文化

●構　成　●衛　生
●材　料　●整　理
●染　色　●住　居

家庭生活 家族

住生活 住居

食生活 食物 衣生活 衣服

●家族関係学部会
●児童学部会
●家政教育部会

●食文化研究部会

●被服材料学部会  
●被服整理学部会
●被服構成学部会  
●被服衛生学部会

若手の会

家政学や学会活動に興味をお持ちの方は、ぜひご入会ください。

入会は、日本家政学会のホームページからお申し込みください。

［日本家政学会］https://jshe.jp

全会員数は2,126名です。会員種別による内訳は、正会員1,947名、学生会員

129名、名誉会員12名、賛助会員31名、海外会員はフランス、中国など7名

です。（2024年）

部会・若手の会
生活を総合的に捉えるという家政学の特徴から、14部会を構成し、専門性の高い
研究活動を活発に行っています。また、若手研究者の教育・研究を高めることを
目的とした若手の会があります。

生活空間の計画や室内環境、
まちづくりや住教育にアプローチ
活動動画URL  https://youtu.be/kfokqRx8ZV0

家政学の学問体系について研究し、
その独自性を広くアピール
部会URL  http://genron.net
活動動画URL  https://www.youtube.com/watch?v=GyRyv3sKJ9M&t=50s

繊維、布地、不織布などの材料に関する
物理的化学的研究
活動動画URL  https://www.youtube.com/watch?v=Ok9ZNYVHJNs

衣服の設計製作に関する諸問題への
学際的、実践的アプローチ
部会URL  http://www.jshe.jp/bukai_hp/hihukukouseigaku/
活動動画URL  https://youtu.be/GlK9OUlX1KU

家政学研究を踏まえ、
すべての世代のための教育を究める
部会URL  http://kasei-ed.fem.jp/
活動動画URL  https://youtu.be/kFZXw7GL5gE

生活者の立場から生活を経営するあらゆる
課題解決に関わる研究
部会URL  https://www.jshe-frm.jp/
活動動画URL  https://youtu.be/VeIpBsHrH6I

「生活者としての子ども」をキーワードに
多彩な研究に取り組む
部会URL  https://jidougaku.wixsite.com/child
活動動画URL  https://youtu.be/YK-bfoFXbfw

安全・清潔・健康・快適な衣生活を送るために！
部会URL  http://hifukueisei.jp/

色彩・意匠の観点から
生活の諸問題に取り組む
部会URL  http://shikisai-isyou.sakura.ne.jp/index.html
活動動画URL  https://youtu.be/pooKvUipP34家族にかかわる諸問題への学際的、

実践的アプローチ
部会URL  http://kazokukankeigaku.jp
活動動画URL  https://youtu.be/2p2q2iQ9T-I 

服飾史・服飾美学研究者間の交流を深め、
学術成果を高める
部会URL  https://kaseifukushokushi.wixsite.com/mysite
活動動画URL  https://youtu.be/pTKJGM3LzQw

被服を心理と行動など多面的に探究する
部会URL  http://clothing-psychology.c.ooco.jp/
活動動画URL  https://youtu.be/SIX0Jhy324I

食文化研究を通して社会の様相・変遷を捉える
部会URL  http://www.js-foodculture.org

住 居 学 部 会

家 政 学 原 論 部 会

被 服 材 料 学 部 会

被 服 構 成 学 部 会｠

生 活 経 営 学 部 会

児 童 学 部 会 ｠

被 服 衛 生 学 部 会

色 彩・意 匠 学 部 会｠

家 族 関 係 学 部 会

被 服 心 理 学 部 会

家 政 教 育 部 会 ｠

若手が創造する新たな家政学、未来へ
部会URL  https://www.jshe.jp/shibu_hp/wakatenokai/index.html
活動動画URL　https://www.youtube.com/watch?v=x7ldCuQG1aM&t=3s

若 手 の 会 ｠

食 文 化 研 究 部 会

服飾史・服飾美学部会

洗浄と染色を中心とした
衣服の手入れに関わる分野が対象です
部会URL  http://hihukuseiri.main.jp/

被 服 整 理 学 部 会

家政学会HP　2024.11

●家政学原論部会  
●生活経営学部会
●被服心理学部会  
●色彩・意匠学部会
●服飾史・服飾美学部会

会長　 川端　博子　Hiroko Kawabata
人間生活の豊かな発展を願って1949年10月に活動を開始した本学会は、戦後の日本社会の歴史とともに歩み、
生活の質の向上を目指す家政学を創り上げてきました。家政学は人間生活における人間と環境の相互作用につ
いて、人的・物的両面から、自然・社会・人文の諸科学を基盤として研究し、生活の向上とともに人類の福祉に貢献
する実践的総合科学です。（一社）日本家政学会の特徴は生活に関する様々な専門分野の会員が相互に連携し
あって、幅広い視点から多面的に生活の質の向上を追求し、さらに社会貢献へと発展しうることです。現在はIoT
(Internet of Things)やAI(Artificial Intelligence)が発達した時代ですが、課題解決の主体は人間です。現
代社会が抱えている諸課題に加えて、昨今地球規模で起こっている自然災害、新型コロナウイルスの感染拡大な
ど、予測不可能な時代を迎え、改めて平和、生活の質、Well-beingが問われています。人間生活に起こる諸事象
を多角的視点から科学的に追求し、解決をはかる家政学の分野は今後、益々社会に貢献することが期待されるこ
とと思います。皆様の日本家政学会の活動へのご参加、ご協力をお願い申し上げます。
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生活の質の向上を目指す家政学を創り上げてきました。家政学は人間生活における人間と環境の相互作用につ
いて、人的・物的両面から、自然・社会・人文の諸科学を基盤として研究し、生活の向上とともに人類の福祉に貢献
する実践的総合科学です。（一社）日本家政学会の特徴は生活に関する様々な専門分野の会員が相互に連携し
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●住居学部会



学会誌

学会活動
家政学の進歩普及を図り、学術の発展と生活の向上に寄与することを目的に、家政学
に関する学理および応用の研究についての発表、情報の交換・提供等を行っています。

支部・協働交流
全国に6支部がおかれ、各地域における家政学とその教育に関する研究を進める
とともに地域に根ざした教育・普及活動に努めています。

家政学の研究を通してエビデンスに
基づく生活の質の向上を

日本家政学会は「日本家政学会誌」(Journal of Home Economics of Japan)を毎月(年に12冊)発行
しています。表紙デザインは、毎月の風物詩を織り込んだものになっています。学会誌の中心
は会員の投稿論文(報文、ノー卜、資料)であり、審査に通った家政学に関するもので、内容は多
岐にわたっています。また、「シリーズ」として家政学に関連する最新情報や研究の動向など
の原稿を企画・依頼し、家政学の発展に寄与する内容としています。さらに、理事会・支部・
部会・関連学会などからのお知らせ、研究助成、教員公募、新刊紹介など、有用な情報が掲載
されています。

当支部は東北６県と北海道から成り、地理的に広
範にわたります。オンラインも用いながら、例年
秋に、総会、研究発表会、講演会を開催し、研究
の交流や活性化を図っています。若手を対象と
した研究助成、研究発表会における学生表彰等、
家政学の未来を担う人材の育成にも努めていま
す。今後も持続可能な運営を工夫しつつ、地域性や家政学の学際性をふまえ、研究
を通して人々の生活の質の向上に資するエビデンスの提供を推進します。
支部URL  http://www.jshe-thhk.jp/

年次大会
日本家政学会では毎年5月に、全国の6支部が持ち回りで年次大会を開催しています。
年次大会では、全国の学会員による家政学に関する研究成果が、口頭やポスターにより
発表されます。研究発表以外にも、公開講演会、シンポジウム、教育講演などが開催さ
れ、公開講演会は一般の方も自由に聴講できます。年次大会は学会員の研鑽の場である
とともに、家政学を広く啓発する役割も持っています。2025年の大会は横浜国立大学
で、2026年の大会は京都女子大学で開催予定です。年次大会の詳細は日本家政学会の
ホームページに掲載されます。

家政学夏季セミナー
2016年に実践女子大学で「生活の質的向上を目指す家政学の
世界」をテーマに掲げた第1回の夏季セミナーを開催して以
来、実践的総合科学である家政学を領域横断的に俯瞰するセ
ミナーを開催しています。セミナーではさまざまな生活課題
をテーマに、講演会やシンポジウムなどにより、家政学諸領
域の研究者や学生が、領域を越えた新しい家政学のあり方を
考える機会となっています。また、企業見学や種々の体験、
歴史探訪、街歩きなど、趣向を凝らしたエクスカーションも
行われています。2025年は、山形県金山町で開催を予定して
います。

刊行図書
日本家政学会では、百科事典の刊行に取り組んできました。2015年被服学関係部会が「衣服の百科事典」を、2016年に児童
学部会を中心に「児童学事典」を、2012年には住居学部会により「住まいの百科事典」を、いずれも家政学会編として丸善
出版社から刊行しました。また、2018年には家族関係学部会を中心に、「現代家族と読み解く12章」を出版しています。さ
らに、様々な災害に備えた生活に役立つブックレットを発刊しています。詳細はhttps://www.jshe.jp/about/book.htmlをご
覧ください。

家庭生活アドバイザー
「家庭生活アドバイザー」とは、2018年より発足した学会認定資格です。今日の日本社会におい
ては個人・家族・コミュニティの生活をめぐる問題が深刻になっています。その問題に対し家政
学の知識・技能を活用して生活環境を整え、自ら生活課題を乗り越える力を高めることを支援
し、家政学の視点で諸問題を未然に防ぎ、個人・家族・コミュニティのウェルビーイングの向上
を目指す活動を行うために設置されました。有資格者は行政、企業、教育等と連携し、さまざま
な社会活動を行っています。資格取得のために年1回の研修会を開催し、修了者に対して資格認
定試験を実施しています。資格取得者の研修や実践交流会も行い、実践力を高め、活動を点から
線にそして面に広げていきたいと思います。これまで家政学の各専門領域における社会的活動は
幅広くみられましたが、家庭生活アドバイザーは、「家政学」として社会的活動を行う初めての
資格です。多くの皆様の資格取得を期待しています。
https://jshe.jp/adviser/index.html

現代的課題に向き合う家政学の成果が
拓くよりよい生活
関東支部は、一都九県からなる支部です。家政
学研究の知見を広く発信・共有することで、人々
のウェルビーイングを支えるよりよい生活の実
現に歩みを進めていきたいと考えています。支
部主催の講演・講習会や見学会など多様な公開
企画を対面またはオンラインで実施するととも
に、若手の会主催の講演会等で研究交流を活発に進めています。年度末には卒論・
修論発表会を開催し、家政学を学ぶ学生支援も行っています。
支部URL  https://www.jshe.jp/shibu_hp/kanto/index.htm

次世代の家政学を担う若手研究者の
育成と研究支援で未来を拓く
中部支部では、夏季に支部大会（研究発表会）、
一般公開講演会および総会を開催、冬季には院
生・学生研究発表会を開催し、専門分野、世代の
枠を超えた会員の交流を推進しています。また、
中部支部奨励賞の授賞制度を有し、優れた研究
発表を表彰するなど、若手研究者の育成に力を
入れています。さらに、支部・若手の会では、勉強会を年に数回開催し、見学や研修
の機会を設け、若手のスキルアップおよび研究支援を積極的に行っています。
支部URL  https://www.jshe.jp/shibu_hp/chubu/index.html

家政学の研究成果を広く社会へ
近畿の２府４県からなる関西支部では、春に支部
総会、秋に研究発表会を開催しています。同時に
開催される公開講演会では、会員以外の一般市
民や学生にも、家政学への理解と関心を持って
いただけるようにしています。また、研究発表会
における若手顕彰制度や支部若手の会などを通
じて、若手の研究活動に対しても支援を行っています。支部若手の会では、見学会や
講演会を通じて若手同士の交流、スキルアップを進めています。
支部URL  https://jshe-kansai.main.jp

協調によりさらに発展する家政学を未来へつなぐ
中国・四国支部では、社会の課題を解決すべく、
家政学ならではの観点からそれぞれの場所で鋭
意進められている研究を、互いに発信し、交流を
深め、持続・発展できる環境づくりに協働して取
り組んでまいります。未来へつながる家政学を
目指します。
支部URL  https://www.jshe.jp/shibu_hp/chugoku_shikoku/

家政学を通して目の前の幸せをWell-beingへ繋げる
九州支部は、九州・沖縄の8県からなる広域支部
です。毎年秋に開催される支部大会では、家政
学ならではの観点から進められている、研究の
相互発信や交流を図り、持続可能な運営に、All
九州で取り組んでまいります。また、公開学術講
演会や各地域の家政学に関わる研究成果を一
般の方々にも公開し、家政学への理解と興味を持って頂けるように努めています。
更に、若手会員の活性化を目的として「九州支部賞」を授与しています。
支部URL  https://www.jshe.jp/shibu_hp/kyushu/

東 北・北 海 道 支 部 関 東 支 部

中 部 支 部 関 西 支 部

中 国 ・ 四 国 支 部

国 際 交 流

生活科学系コンソーシアム｠
生活やものづくりの学びネットワーク

九 州 支 部

IFHE大会

日本家政学会では国際交流委員会を設置し、家政学の国際的課題に取り組み、国際家政学会（IFHE：International　Federation 
for Home Economics)およびアジア地区家政学会（ARAHE：Asian Regional Association for Home Economics）への参
加・発表を通して国際的な研究交流を促進すること、年次大会に国際交流セミナー等を 
開催する活動を行っています。日本家政学会はそれら国際学会の主要な構成機関とし
て、役員を担当し運営に貢献しています。IFHEは4年ごとに世界大会での研究発表が
行われており、第26回大会は、2028年にニュージーランドのウェリントンで開催される
予定です。ARAHEは隔年で国際会議が開催されており、第22回大会は、2025年8月
にフィリピンのマニラで開催される予定です。

生活科学に関して関連学協会が連携して活動して
います
https://www.seikatsuconso.jp/

小・中・高等学校における生活とものづくりの
学びの充実を目指し運営に参画しています
https://ss1.xrea.com/seikatsunet.g3.xrea.com/

ARAHE大会



学会誌

学会活動
家政学の進歩普及を図り、学術の発展と生活の向上に寄与することを目的に、家政学
に関する学理および応用の研究についての発表、情報の交換・提供等を行っています。

支部・協働交流
全国に6支部がおかれ、各地域における家政学とその教育に関する研究を進める
とともに地域に根ざした教育・普及活動に努めています。

家政学の研究を通してエビデンスに
基づく生活の質の向上を

日本家政学会は「日本家政学会誌」(Journal of Home Economics of Japan)を毎月(年に12冊)発行
しています。表紙デザインは、毎月の風物詩を織り込んだものになっています。学会誌の中心
は会員の投稿論文(報文、ノー卜、資料)であり、審査に通った家政学に関するもので、内容は多
岐にわたっています。また、「シリーズ」として家政学に関連する最新情報や研究の動向など
の原稿を企画・依頼し、家政学の発展に寄与する内容としています。さらに、理事会・支部・
部会・関連学会などからのお知らせ、研究助成、教員公募、新刊紹介など、有用な情報が掲載
されています。

当支部は東北６県と北海道から成り、地理的に広
範にわたります。オンラインも用いながら、例年
秋に、総会、研究発表会、講演会を開催し、研究
の交流や活性化を図っています。若手を対象と
した研究助成、研究発表会における学生表彰等、
家政学の未来を担う人材の育成にも努めていま
す。今後も持続可能な運営を工夫しつつ、地域性や家政学の学際性をふまえ、研究
を通して人々の生活の質の向上に資するエビデンスの提供を推進します。
支部URL  http://www.jshe-thhk.jp/

年次大会
日本家政学会では毎年5月に、全国の6支部が持ち回りで年次大会を開催しています。
年次大会では、全国の学会員による家政学に関する研究成果が、口頭やポスターにより
発表されます。研究発表以外にも、公開講演会、シンポジウム、教育講演などが開催さ
れ、公開講演会は一般の方も自由に聴講できます。年次大会は学会員の研鑽の場である
とともに、家政学を広く啓発する役割も持っています。2025年の大会は横浜国立大学
で、2026年の大会は京都女子大学で開催予定です。年次大会の詳細は日本家政学会の
ホームページに掲載されます。

家政学夏季セミナー
2016年に実践女子大学で「生活の質的向上を目指す家政学の
世界」をテーマに掲げた第1回の夏季セミナーを開催して以
来、実践的総合科学である家政学を領域横断的に俯瞰するセ
ミナーを開催しています。セミナーではさまざまな生活課題
をテーマに、講演会やシンポジウムなどにより、家政学諸領
域の研究者や学生が、領域を越えた新しい家政学のあり方を
考える機会となっています。また、企業見学や種々の体験、
歴史探訪、街歩きなど、趣向を凝らしたエクスカーションも
行われています。2025年は、山形県金山町で開催を予定して
います。

刊行図書
日本家政学会では、百科事典の刊行に取り組んできました。2015年被服学関係部会が「衣服の百科事典」を、2016年に児童
学部会を中心に「児童学事典」を、2012年には住居学部会により「住まいの百科事典」を、いずれも家政学会編として丸善
出版社から刊行しました。また、2018年には家族関係学部会を中心に、「現代家族と読み解く12章」を出版しています。さ
らに、様々な災害に備えた生活に役立つブックレットを発刊しています。詳細はhttps://www.jshe.jp/about/book.htmlをご
覧ください。

家庭生活アドバイザー
「家庭生活アドバイザー」とは、2018年より発足した学会認定資格です。今日の日本社会におい
ては個人・家族・コミュニティの生活をめぐる問題が深刻になっています。その問題に対し家政
学の知識・技能を活用して生活環境を整え、自ら生活課題を乗り越える力を高めることを支援
し、家政学の視点で諸問題を未然に防ぎ、個人・家族・コミュニティのウェルビーイングの向上
を目指す活動を行うために設置されました。有資格者は行政、企業、教育等と連携し、さまざま
な社会活動を行っています。資格取得のために年1回の研修会を開催し、修了者に対して資格認
定試験を実施しています。資格取得者の研修や実践交流会も行い、実践力を高め、活動を点から
線にそして面に広げていきたいと思います。これまで家政学の各専門領域における社会的活動は
幅広くみられましたが、家庭生活アドバイザーは、「家政学」として社会的活動を行う初めての
資格です。多くの皆様の資格取得を期待しています。
https://jshe.jp/adviser/index.html

現代的課題に向き合う家政学の成果が
拓くよりよい生活
関東支部は、一都九県からなる支部です。家政
学研究の知見を広く発信・共有することで、人々
のウェルビーイングを支えるよりよい生活の実
現に歩みを進めていきたいと考えています。支
部主催の講演・講習会や見学会など多様な公開
企画を対面またはオンラインで実施するととも
に、若手の会主催の講演会等で研究交流を活発に進めています。年度末には卒論・
修論発表会を開催し、家政学を学ぶ学生支援も行っています。
支部URL  https://www.jshe.jp/shibu_hp/kanto/index.htm

次世代の家政学を担う若手研究者の
育成と研究支援で未来を拓く
中部支部では、夏季に支部大会（研究発表会）、
一般公開講演会および総会を開催、冬季には院
生・学生研究発表会を開催し、専門分野、世代の
枠を超えた会員の交流を推進しています。また、
中部支部奨励賞の授賞制度を有し、優れた研究
発表を表彰するなど、若手研究者の育成に力を
入れています。さらに、支部・若手の会では、勉強会を年に数回開催し、見学や研修
の機会を設け、若手のスキルアップおよび研究支援を積極的に行っています。
支部URL  https://www.jshe.jp/shibu_hp/chubu/index.html

家政学の研究成果を広く社会へ
近畿の２府４県からなる関西支部では、春に支部
総会、秋に研究発表会を開催しています。同時に
開催される公開講演会では、会員以外の一般市
民や学生にも、家政学への理解と関心を持って
いただけるようにしています。また、研究発表会
における若手顕彰制度や支部若手の会などを通
じて、若手の研究活動に対しても支援を行っています。支部若手の会では、見学会や
講演会を通じて若手同士の交流、スキルアップを進めています。
支部URL  https://jshe-kansai.main.jp

協調によりさらに発展する家政学を未来へつなぐ
中国・四国支部では、社会の課題を解決すべく、
家政学ならではの観点からそれぞれの場所で鋭
意進められている研究を、互いに発信し、交流を
深め、持続・発展できる環境づくりに協働して取
り組んでまいります。未来へつながる家政学を
目指します。
支部URL  https://www.jshe.jp/shibu_hp/chugoku_shikoku/

家政学を通して目の前の幸せをWell-beingへ繋げる
九州支部は、九州・沖縄の8県からなる広域支部
です。毎年秋に開催される支部大会では、家政
学ならではの観点から進められている、研究の
相互発信や交流を図り、持続可能な運営に、All
九州で取り組んでまいります。また、公開学術講
演会や各地域の家政学に関わる研究成果を一
般の方々にも公開し、家政学への理解と興味を持って頂けるように努めています。
更に、若手会員の活性化を目的として「九州支部賞」を授与しています。
支部URL  https://www.jshe.jp/shibu_hp/kyushu/

東 北・北 海 道 支 部 関 東 支 部

中 部 支 部 関 西 支 部

中 国 ・ 四 国 支 部

国 際 交 流

生活科学系コンソーシアム｠
生活やものづくりの学びネットワーク

九 州 支 部

IFHE大会

日本家政学会では国際交流委員会を設置し、家政学の国際的課題に取り組み、国際家政学会（IFHE：International　Federation 
for Home Economics)およびアジア地区家政学会（ARAHE：Asian Regional Association for Home Economics）への参
加・発表を通して国際的な研究交流を促進すること、年次大会に国際交流セミナー等を 
開催する活動を行っています。日本家政学会はそれら国際学会の主要な構成機関とし
て、役員を担当し運営に貢献しています。IFHEは4年ごとに世界大会での研究発表が
行われており、第26回大会は、2028年にニュージーランドのウェリントンで開催される
予定です。ARAHEは隔年で国際会議が開催されており、第22回大会は、2025年8月
にフィリピンのマニラで開催される予定です。

生活科学に関して関連学協会が連携して活動して
います
https://www.seikatsuconso.jp/

小・中・高等学校における生活とものづくりの
学びの充実を目指し運営に参画しています
https://ss1.xrea.com/seikatsunet.g3.xrea.com/

ARAHE大会
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専門分野・部会

入会のご案内 会　員　数

生活の
質の向上

福祉

健康 環境

防災

国際 ●家政学原論
●生活経営　●経　済
●家政教育　●心　理
●意　匠　　●服　飾

●福　祉　●家　族
●児　童　●食　育

●栄　養　●食　品
●調　理　●加　工
●食文化

●構　成　●衛　生
●材　料　●整　理
●染　色　●住　居

家庭生活 家族

住生活 住居

食生活 食物 衣生活 衣服

●家族関係学部会
●児童学部会
●家政教育部会

●食文化研究部会

●被服材料学部会  
●被服整理学部会
●被服構成学部会  
●被服衛生学部会

若手の会

家政学や学会活動に興味をお持ちの方は、ぜひご入会ください。

入会は、日本家政学会のホームページからお申し込みください。

［日本家政学会］https://jshe.jp

全会員数は2,126名です。会員種別による内訳は、正会員1,947名、学生会員

129名、名誉会員12名、賛助会員31名、海外会員はフランス、中国など7名

です。（2024年）

部会・若手の会
生活を総合的に捉えるという家政学の特徴から、14部会を構成し、専門性の高い
研究活動を活発に行っています。また、若手研究者の教育・研究を高めることを
目的とした若手の会があります。

生活空間の計画や室内環境、
まちづくりや住教育にアプローチ
活動動画URL  https://youtu.be/kfokqRx8ZV0

家政学の学問体系について研究し、
その独自性を広くアピール
部会URL  http://genron.net
活動動画URL  https://www.youtube.com/watch?v=GyRyv3sKJ9M&t=50s

繊維、布地、不織布などの材料に関する
物理的化学的研究
活動動画URL  https://www.youtube.com/watch?v=Ok9ZNYVHJNs

衣服の設計製作に関する諸問題への
学際的、実践的アプローチ
部会URL  http://www.jshe.jp/bukai_hp/hihukukouseigaku/
活動動画URL  https://youtu.be/GlK9OUlX1KU

家政学研究を踏まえ、
すべての世代のための教育を究める
部会URL  http://kasei-ed.fem.jp/
活動動画URL  https://youtu.be/kFZXw7GL5gE

生活者の立場から生活を経営するあらゆる
課題解決に関わる研究
部会URL  https://www.jshe-frm.jp/
活動動画URL  https://youtu.be/VeIpBsHrH6I

「生活者としての子ども」をキーワードに
多彩な研究に取り組む
部会URL  https://jidougaku.wixsite.com/child
活動動画URL  https://youtu.be/YK-bfoFXbfw

安全・清潔・健康・快適な衣生活を送るために！
部会URL  http://hifukueisei.jp/

色彩・意匠の観点から
生活の諸問題に取り組む
部会URL  http://shikisai-isyou.sakura.ne.jp/index.html
活動動画URL  https://youtu.be/pooKvUipP34家族にかかわる諸問題への学際的、

実践的アプローチ
部会URL  http://kazokukankeigaku.jp
活動動画URL  https://youtu.be/2p2q2iQ9T-I 

服飾史・服飾美学研究者間の交流を深め、
学術成果を高める
部会URL  https://kaseifukushokushi.wixsite.com/mysite
活動動画URL  https://youtu.be/pTKJGM3LzQw

被服を心理と行動など多面的に探究する
部会URL  http://clothing-psychology.c.ooco.jp/
活動動画URL  https://youtu.be/SIX0Jhy324I

食文化研究を通して社会の様相・変遷を捉える
部会URL  http://www.js-foodculture.org

住 居 学 部 会

家 政 学 原 論 部 会

被 服 材 料 学 部 会

被 服 構 成 学 部 会｠

生 活 経 営 学 部 会

児 童 学 部 会 ｠

被 服 衛 生 学 部 会

色 彩・意 匠 学 部 会｠

家 族 関 係 学 部 会

被 服 心 理 学 部 会

家 政 教 育 部 会 ｠

若手が創造する新たな家政学、未来へ
部会URL  https://www.jshe.jp/shibu_hp/wakatenokai/index.html
活動動画URL　https://www.youtube.com/watch?v=x7ldCuQG1aM&t=3s

若 手 の 会 ｠

食 文 化 研 究 部 会

服飾史・服飾美学部会

洗浄と染色を中心とした
衣服の手入れに関わる分野が対象です
部会URL  http://hihukuseiri.main.jp/

被 服 整 理 学 部 会

家政学会HP　2024.11

●家政学原論部会  
●生活経営学部会
●被服心理学部会  
●色彩・意匠学部会
●服飾史・服飾美学部会

会長　 川端　博子　Hiroko Kawabata
人間生活の豊かな発展を願って1949年10月に活動を開始した本学会は、戦後の日本社会の歴史とともに歩み、
生活の質の向上を目指す家政学を創り上げてきました。家政学は人間生活における人間と環境の相互作用につ
いて、人的・物的両面から、自然・社会・人文の諸科学を基盤として研究し、生活の向上とともに人類の福祉に貢献
する実践的総合科学です。（一社）日本家政学会の特徴は生活に関する様々な専門分野の会員が相互に連携し
あって、幅広い視点から多面的に生活の質の向上を追求し、さらに社会貢献へと発展しうることです。現在はIoT
(Internet of Things)やAI(Artificial Intelligence)が発達した時代ですが、課題解決の主体は人間です。現
代社会が抱えている諸課題に加えて、昨今地球規模で起こっている自然災害、新型コロナウイルスの感染拡大な
ど、予測不可能な時代を迎え、改めて平和、生活の質、Well-beingが問われています。人間生活に起こる諸事象
を多角的視点から科学的に追求し、解決をはかる家政学の分野は今後、益々社会に貢献することが期待されるこ
とと思います。皆様の日本家政学会の活動へのご参加、ご協力をお願い申し上げます。

会長　 川端　博子　Hiroko Kawabata
人間生活の豊かな発展を願って1949年10月に活動を開始した本学会は、戦後の日本社会の歴史とともに歩み、
生活の質の向上を目指す家政学を創り上げてきました。家政学は人間生活における人間と環境の相互作用につ
いて、人的・物的両面から、自然・社会・人文の諸科学を基盤として研究し、生活の向上とともに人類の福祉に貢献
する実践的総合科学です。（一社）日本家政学会の特徴は生活に関する様々な専門分野の会員が相互に連携し
あって、幅広い視点から多面的に生活の質の向上を追求し、さらに社会貢献へと発展しうることです。現在はIoT
(Internet of Things)やAI(Artificial Intelligence)が発達した時代ですが、課題解決の主体は人間です。現
代社会が抱えている諸課題に加えて、昨今地球規模で起こっている自然災害、新型コロナウイルスの感染拡大な
ど、予測不可能な時代を迎え、改めて平和、生活の質、Well-beingが問われています。人間生活に起こる諸事象
を多角的視点から科学的に追求し、解決をはかる家政学の分野は今後、益々社会に貢献することが期待されるこ
とと思います。皆様の日本家政学会の活動へのご参加、ご協力をお願い申し上げます。

●住居学部会


